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A会楊：1号館3階131，132号室

B会場：1号館3階133，134号室

C会場：1号館4階141号室
D会場：1号館4階142号室

ポスター会場：4号館3階432号室
シンポジウム：1号館4階レセブションホール

懸親会　　　：1号館4階レセプションホール

（）は講演数（第1種一第2種と講演番号），一　一は座長

A会場 B会場 C会場 D会場
11月6日 09：30～ 気候予測 放射 中層大気 境界層1

（水） 12：00 （9－2，A101～A111） （11－2，　B101～B113） （10－3，　C101～C113） （11－2，　D101～D113）

一川村隆一一 一内山明博一 一吉村裕正一 一平口博丸一

13：00～ 大気海洋陸面相互作用 リモートセンシング 量物理 境界層π

16：00 （10－4，A151～A164） （19－0，　B151～B169） （17－2，　C151～C169） （16－1，　D151～D167）

一鬼頭昭雄一 一青梨和正一 一（交渉中）一 一清野直子一

16：10～ ポスター・セッション （A会場で概要紹介後， ポスター会場で講演）

17：30 （P101～P118）

11月7日 09：30～ 気候1 メソ降水系1 熱帯 大気化学
（木） 12：00 （8－2，A201～A210） （16－0，　B201～B216） （12－2，　C201～C214） （12－0，　D201～D212）

一小出　寛一 一森一正一 一沼口　敦一 一皆巳幸也一

13：00～ 山本正野論文賞・堀内基金奨励賞授与、奨励金贈呈

15：00 山本正野論文賞・堀内基金奨励賞記念講演

15：00～ シンポジウム 「航空機で観る大気一航空機で何がわかるか一』 司会： 中村健治

17：30 話題提供：佐藤薫、 藤吉康志、中島映至、吉田尚弘、熊谷博

18：00～ 懇親会

20：00

11月8日 09：30～ 気候システム 環境気象 気象力学1 オゾン
（金） 11：00 （7－1，　A301～A308） （7－1，　B301～B308） （6－2，　C301～C308） （9－1，D301～D310）

一田中　浩一 一足立万代一 一岩山隆寛一 一堤之智一
11：10～ ポスター・セツション （A会場で概要紹介後， ポスター会場で講演）

12：30 （P301～P317）

13：30～ 気象教育 メソ降水系皿 気象力学1 エアロゾル

16：30 （4一一〇，A351～A354） （16－1，B351～B367） （12－4，C351～C366） （16－0，　D351～D366）

一中澤哲夫一 一楠研一一一 一保坂征宏一 一林田佐智子一

気候皿

（12－0，A355～A366）

一中澤哲夫一
一谷田貝亜紀代一

発表件数：305件（第1種講演240，第2種講演30，ポスター35）

講演・質疑時間：第1種講演は5分と2分，第2種講演は10分と5分．

大会参加費：郵便振替による前納の場合

　　　　　当日受付の場合は
懇親会費　：郵便振替による前納の場合

　　　　　当日払いの場合は

一般会員2，000円，学生会員1，000円；

一般会員2，500円，学生会員1，500円，非会員2，500円．

一般会員4，000円，学生会員3，000円；

一般会員5，000円，学生会員3，000円，非会員5，000円．

大会当日は混雑しますので，極力前納されるようお願いします．

なお郵便振替用紙は「天気j7月号の末尾に挿入されたものを使い，10月24日までに振り込んで下さい．

　当大会予稿集に掲載された研究発表の文章・図表を複製あるいは翻訳して利用する場合には，’日本気象学会の文書による

利用許諾を得た上で出所明示して利用しなければなりません．ただし著作者自身による利用の場合は，利用許諾の申請は不
要です．

52 “天気”43．9．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンボジウム

　　　　『航空臓で観る大気一航空臓で何がわかるか一』
日時大会第2日（11月7日）15：00～17：30

会場　レセプションホール第2室（1号館4階）

司会　中村健治（名古屋大学大気水圏科学研究所）

プログラム

1．佐藤　薫（京都大学理学部）

2．藤吉康志（名古屋大学大気水圏研）

3．中島映至（東京大学気候センター）

4．吉田尚弘（名古屋大学大気水圏研）

5．熊谷　博（郵政省通信総合研究所）

：大気運動の観測一大気波動の研究と航空機観測一

：メソ降水観測　一メソ降水雲系の研究発展と航空機観測一

：放射構造の観測一放射に関する最近の話題と航空機観測による検証一

：大気成分の観測一大気成分変動の研究と航空機観測への期待一

：航空機からの雲・降水のリモートセンシング

　ー衛星観測のための技術実証および衛星検証一

6．総合討論

シンポジウムの主旨については「天気」7月号を参照

　　　　研究会のお知らせ
大会期間中とその前日に以下の研究会が予定されていま
す．興味めある方はご自由にご参加下さい．

「　　こ謡　　　　　　　こ

塑日時：11月5日（火）14：30～17：30
場所：A会場（1号館3階131，132号室）
テーマ：1．気候　　　［コンビーナー：住　明正（東大）］

　　　　2．大気化学［コンビーナー：田中　浩（名大）］
［代表者：高橋　勘（九州大学理学部）］

日時：11月8日（金）17：00（頃）～
場所：秋季大会会場
（時間・会場の詳細は後日改めて連絡いたします）

テーマ：「南極観測の現状およびその将来」

プログラム：

・山内　恭（極地研）：

　　第38次開始の南極5力年計画と第38次観測
・平沢尚彦（極地研）：

　　第38次観測（主に放射、雲観測）

・林政彦（名大）：
　　第38次観測（主にエアロゾル、PSC）
・青木周司（東北大）：最近の大気微量成分観測
・河村俊行（北大低温研）：最近の海氷観測

・本山秀明（極地研）：最近の雪氷観測
なお、引き続いて、前回（春）の連絡会で行った会の運
営方針についての討論をふまえていくつかの改革がなさ

れたので、その経緯についての報告も予定しています。
世話役：平沢尚彦（極地研），中村　尚一（東大・理），

　　　　浮田甚郎（宇宙開発事業団）

講演企画委員会からのお知らせ

1．春季大会の予告・大会改革の試行について
　1997年度春季大会は，1997年5月21日（水）～23日（金）
に筑波大学で開催されます．大会告示は「天気」12月号
に掲載します．

　この大会では「天気』8月号でお知らせしたとおり、
大会改革の試行を行います。一般の発表はすべてポスタ
ーとなり、口頭発表は特定のテーマに基づく専門分科会
でのみ行われます。専門分科会での講演も公募しますが
採否の判断はコンビーナーに委ねられ、不採用の場合は
ポスター発表となります。

　専門分科会への発表申し込み締め切りは1997年2月中
頃、一般のポスター発表への申し込み締め切りは3月上
旬となる予定です。

2．1997年度春季大会についての説明会の実施にっいて
　上記の通り、1997年度春季大会は新しい方式を試みる
大会となっています。そこで、この方式についての説明
会を秋季大会期間中に実施する予定です。詳細は秋季大
会会場に掲示しますので多数お集まりください。

3．非会員の講演についで

　今回も，非会員の大会講演の実態を把握するため，講
演申込用紙への会員番号（または会員である共著者名）

の記入をお顧いしました．その結果，申込総数305件の
うちr非会員の講演で共著者に会員が含まれている」こ
とが明らかなものが20件，会員番号欄が空欄のものが25
件でした．不記載のほぽ半数は非会員と推定されます．
従って非会員による講演の総数は30件強であると考えら
れ、前回（50件程度）より少なくなっています．
　講演企画委員会としては，当面「共著者中に会員が含
まれていれば非会員の講演を認める」という方針を維持
する予定です．申込用紙への会員番号記入は引き続きお
願いします（会員番号は毎月「天気」を郵送する封筒に
書かれています）．

　なお、今後は、会員番号欄が空欄で共著者に会員が含
まれていることが確認できない場合には、講演をお断り
するということも起こり得ますのでご注意ください。

1996年9月 53
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　　　　　　　　大会第1日〔11月6日〕　09：30～12：00

し一一は第2種講演を，＿は講演者を表す．［S］ニスライド使用予定，［V］＝㎜使用予定）

　　　　　　　　　A会角晒

気候予測

　　　　　　　　　　　座長：川村隆一（防災科研）

A101杢杢昌透・沈学順（東大・気候システム）：空海C

　　α3R：大気一表層海洋結合モデル（2）一結合不安

　　定モードのもたらす南北非対称気候一

A102蹴達去・野田彰（気象研究所）他3名：大気中

　　のCO2漸増に対する海氷の応答の南北半球非対称

　　性

A103回繊・山中康裕（東大・気候システム）他1

　　名：大気中二酸化炭素増加に対する大気海洋結合

　　系の応答

A104翫固彪・中川慎治（気象研）他3名：大気中の002

　　漸増に伴う太平洋熱帯域の平均場の応答

A105蹴・佐々木秀孝（気象研）他3名：CO2倍増

　　時の日本域の冬の気候変化予測実験

遡箇搬（電力中央研究所），、笠原彰（NCAR）他

　　1名：NCAR㏄盟2を用いてシミュレートされ之熱帯

　　低気圧

A107彪正ム・野田彰（気象研）他1名：地球温暖化が

　　台風の気候に及ぽす影響について一気象庁全球モ

　　デルの数値実験による考察（2）

A108麟・千葉長（防災科研）他4名：J皿89モデ

　　ルの二つの積雲対流スキームによる気候値の比較

A109責訟血義・小林ちあき（気象庁気候情報課）他1

　　名：アンサンブル1ヶ月予報の予報精度について

A110鬼頭照雄（気研・気候）：山がないと気温はどう

　　変わる？

A111・柴皿渣i叢（気象研究所），千葉長（防災科研究所）

　　　：シルエットマウンテン導入の大気大循環モデル

　　に与える影響にっいて

　　　　　　　　　B会測陽

敦射

　　　　　　　　　　　座長：内山明博（気研・気候）

B101還颯正志・青木忠生（気象研）他3名：COの（2－0）

　　吸収帯の線強度及ぴ半値半幅の測定

B102意杢蹟（気象研究所）：広帯域用高遠高精度放

　　射モデルの開発

B103金須良二（資環研）：赤外射出放射測定による気

　　温・微量成分濃度の測定

B104蝕朋悠・浅野正二（気象研・気候）：分光放射

　　計による太陽直達光の測定

B105践籔澱・内山明博（気象研）他3名：短波・長

　　波放射ゾンデ用放射計の泪度特性

B106燃（奈良女子大・理），中島映至（東大・気

　　候システム）：航空機観測データによる海洋性層

　　積雲の幾何学的パラメータの推定

B107差よ蕊志郎、・真野裕三（気象研究所）：6．7μmと

　　Split　Windo▼を用いた巻雲の雲パラメータ算定に

　　ついて

B108裏勲往三・村上正隆（気象研究所）他i名：衛星

　　から推定した雲粒サイズの空問分布について

B109鋤・早坂忠裕（東北大・大気海洋変動観測

　　研究センター）他1名：　雲の不均質性が　M）麟

　　　A㎜のCh1とCh3による反射光強度観測へ及ぽ

　　す影響のシミュレーション

旦旦Ω融阻・片桐秀一郎（東大・気候システム）他

　　1名：A㎜0顛データを用いた雲物理量の全球

　　噺
B111且班・中島映至（東大・気候システム）：NOA

　　A！A㎜によるエアロゾルの光学的特性の全球解析

B112激圃眠・中島映至（東大・気候システム）：1

　　次元放射平衡モデルを用いた雲の放射強制力に関

　　する研究

B113燃哲去（九大・農）：地表面における冷気の生

　　成機構一断熱突起冷却仮説一

54 “天気”43．9．
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大会第1日〔11月6日〕　09：30～12：00

し＿＿は第2種講演を，＿は講演者を表す．［S］＝スラィド使用予定，［V］＝vrR使用予定）

　　　　　　　　　C釧陽

中層大気

　　　　　　　　　　　　座長：吉村裕正（気研・気候）

C101コ当匪豊志・山中大学（京大・超高層）他1名：寒

　　冷渦南側の珊レーダー観測結果のウェーブレット

　　解析

C102鵬照・津田敏隆（京大・超高層）他1名：風

　　速・温度変動の㎜レーダー／趾SS観測による運動量

　　　フラックスの推定法の検討

C103　　　　　H　　　聯　　　Toshitaka　Tsuda（RASC，　Kyoto　Un

　　iversity）他2名：Vertical　EddyDiffusivity

　　andEnergyDissipationRateObservedby㌻he

　　MU　Radar－RASS

C104荻凝懐也・山中大学（京大・超高層）他1名：日

　　本上空の下部成層圏における短波長擾乱一特に年

　　々変動について一

C105箆藤菰（京大・理），D．0’Sullivan（ノースウェ

　　スト研究所）他1名：皿レーダー3週間連続観測

　　データに現れた成層圏弱風層の慣性重力波

魍虫姻・大西一範（京大・超高層）他5名：．赤

　　道中間圏・下部熱圏の平均風・大気潮汐波のレー

　　ダー観測

C107庶固俊彦（九大・理）：UARS／IS川Sデータに見ら

　　れる自由振動ロスビー波

C108三鵬・廣岡俊彦（九大・理）：5日波の励起

　　に関する数値実験（2）

C109』査膿・廣岡俊彦（九大・理）他2名：大気大循

　　環モデルを用いたオゾン変動に関するシミュレー

　　ション

C1101組達也・廣岡俊彦（九大・理）：オゾンホール

　　深度と南半球成層圏最終昇温の関係

Ω里訟鹸盗鼠（京大院・地球惑星科学）、塩谷雅人

　　　（北大院・大気海洋圏環境科学）他1名：P皿デー

　　タを用いた冬期南半球成層圏中間圏昇温現象の解

　　析

Ω甚2薩薦・山崎孝治（北大院・地球環境）：大気角

　　運動量で見た1989年の成層圏突然昇温現象

C113宣撫・小出孝（気研・気候）他1名：北半球

　　の冬の成層圏突然昇温現象の発生は何に依存する

　　か？一皿Uスペクトル大気大循環モデルを用いた感

　　度実験その2一

D鍋
境鼻層1

　　　　　　　　　　座長：平口博丸（電力中央研究所）

D101籔（気象研・物理），花房龍男（気象研
　　　・応用）他1名：架空送電線の電気容量に係わる

　　微風の特性

皿Ω2浅沼順（日本工営中央研究所），覧Brutsaert

　　　（コーネル大学土木環境学科）：一次元チェスボ

　　ード型の不均一地表面上における乱流特性につい

　　て
D103岩鑓蓑（日大・生産工）：実測データを組み込

　　んだ多次元風速変動のシミュレーション

D1041医征濫（香川大・教育），角屋勝教（荒屋書店）

　　他1名：風車型風向風速計の自然風中における特

　　性について（皿）一最大瞬間風速一

皇1鰻余鰯・中林功一（名工大）他1名：Effects　of

　　Stratification　　on　　the　　FIow　　pass　　a　Three－

　　dimensiona1　0bstacle　and　Lee　Vortex　Fo㎜tion

　　　Mechani　sm

D106山杢哲（気象研・応用），里村雄彦（京大院・理）

　　　：海洋性寒帯気団の数値シミュレーション

D107簸蜴（宇宙開発事業団），川村宏（東北大学）

　　他1名：海上風に及ぽす地形の影響一冬季季節風

　　の吹き出しの場合

D108虫膿隆（上越教育大・自然）：L㎝lbe茸面で構成

　　されたキュービック都市の構成面の表面温度と気

　　温の関係

D109膿（東大・工），一ノ瀬俊明（国立環境研）

　　他1名　東京首都圏における土地利用変化と地上

　　気温変化の関係に関する考察

D110齪・鈴木義男（日本気象協会）他1名　都
　　市気候の実態調査〕

D111鋤・田村英寿（電力中央研究所）他1名：
　　並列計算機によるトラッキング・ステアリングシ

　　ステムの開発（1）一ヒートアイランド数値モデ

　　ルの並列化一

D112近藤i盗昭・山本晋（資源環境研）他1名：複雑地

　　形にある温帯落葉樹林帯における熱収支の観測

D113蹴・見玉裕二（北大・低温研）他1名：

　　2高度における気圧の変化と他の気象要素の関係

　　について
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大会第1日〔11月6日〕　13：00～16：00

一は第2種講演を，＿は講演者を表す．［S］＝スライド使用予定，［V］ニ㎜使用予定）

　　　　　　　　　A創晒

大気海洋随面相互作用

　　　　　　　　　　座長：鬼頭昭雄（気研・気候）

A151岩勘・篠田雅人（東京都立大・理）：アフリ

　　カ、サヘル地域の土壌水分量の季節変化

A152広凪笈良・福本昌人（北海道農試）他1名：裸地

　　面のバルク係数の評価とルーチンデータからの日

　　平均顕熱輸送量の推定

遡鋤・近藤純正（東北大・理）：植被面の放射

　　温度測定角の違いによる顕熱輸送推定誤差の差異

姫4近藤蝕正・徐健青（東北大・理）：中国と日本に

　　おける放射量の分布

A155，虫漫哲去（気象研），Longxlm（heng（中国気象科

　　学アカデミー）他2名：1994年夏季チベット高原

　　における水収支解析

A156醐・酒井重典（気象庁気候情報課）他2名
　　　：ユーラシアの積雪と大気・海洋の応答（その1）

岨雌・新田勅（東大・気候システム）：1989

　　年の気候ジャンプとその変動過程

遡杢思囲治（北大・低温研），山崎孝治（北大・地

　　球環境）他2名：オホーツク海の海氷による大気

　　場の応答の力学的・熱力学的特性

A159繊・木本昌秀（東大・気候システム）：

　　永久凍土の気候に対するインパクト　～シミュレ

　　ーション～

A160醐圭（東大・気候システム），佐藤信夫（気

　　象庁数値予報課）：土壌水分が大気に与える影響

A161二齪・千葉長（防災科研）他4名：J翫89モデ

　　ルを用いた河川流出量の評価

A162』壬墓1量・栢原孝浩（防災科研）他3名：全球水循

　　環の解析（全球平均した降水と蒸発）一J幽89モデ

　　ルを用いた評価一　　　　　　　　　　　　　　　．

A163騰二（防災科研），杉正人（気象研）他2名

　　，：最近の熱帯海水温の変化は温暖化の兆候か？

　　』阻モデルのアンサンブル気候実験（39年積分）

A164蝿（MSD螺EORC），新田勅（東大・気候

　　システム）：大気一海洋相互作用：海洋上層客観

　　解析データセットの作製

B会測晒

リモートセンシング，

　　　　　　　　　　座長：青梨和正（気研・予報》

B151遵雌（気象庁数値予報課），内藤勲夫（国
　　立天文台水沢）他1名：GPS気象学研究の構想
B152膿・太原芳彦（気象庁数値予報課）：AD60S／
　　NSCATデータの数値予報への利用
B153宜梨頽正（気象研）：マイクロ波放射計データの
　　数値予報モデルヘの直接的同化について（序報）
B154渡搬・高村民雄（千葉大・環境リモートセン
　　シング研究センター）他2名　マイクロ波3周波
　　を利用した地上べ一スでの可降水量・雲水量の推
　　定
B155裏丞雅之（防災科研つくば），岩波越（防災科研
　　長岡）他4名：レーダによる降水パラメータの推
　　定（2）

B156雌（通信総研鹿島），中村健治（名大・大
　　気水圏研）：降雨強度の空間的不均一性が衛星搭
　　載型レーダの推定降雨強度に及ぽす影響
B157」澱二・中村健治（名大・大気水圏研）：鉛直
　　　ドップラーレーダーと地上雨滴計による雨滴粒径
　　分布の測定
B158花よ弘・熊谷博（通信総研）他2名：偏波レーダ
　　で観測した交差偏波成分のスペクトラム
B159蝕崖盟・真木雅之（防災科研つくば）他1名
　　　：非線形項によるMWP法の誤差について（観測値
　　との比較）

B160磁（関西航空地方気象台）：空港気象ドッ
　　プラーレーダーの信号処理・データ処理性能
B161萱鵬史（防衛大・地球科学），浜田崇（長野県
　　自然保護研究所）他5名：航空機による地表面温
　　度の計測　一大気補正の問題一
B162面杖民雄（千葉大・環境リモートセンシング研究
　　センター），菅原広史（防衛大・地球科学）：都
　　市キャニオンの放射収支における上向き放射の推
　　定についての問題点

B163一乙（琉球大院・理），石島英
　　　（琉球大・理）　：A　Method　for　Estimation　of

　　Earth　　Surface　　Emissivity　　in　　the　　The㎜1

　　1nfrared
B164足宴宏・柴田隆（名大STE研）他10名：ライダー
　　による大気分子の偏光解消度の測定
B165塵杢舷文（気研・衛星），内野修（気象庁・オゾ
　　ン層観測センター）他2名：気象研オゾンライダ
　　ーの改良
B166足戴旦・小林隆久（気研・衛星）他2名：
　　境界層レーダーの品質管理手法について（1）
　　　一一コンセンサスアベレージ法一

B1674蜘・足立アホロ（気研・衛星）他2名：
　　境界層レーダーの品質管理手法について（2）
　　一スペクトルの検証一
B168齪良三（電気通信大），村田行泰（ウエザーニ
　　ューズ）：単一ドップラーレーダーによる水平発
　　散推定の精度
B169松温血去・田中豊顕（気研・衛星）：雨雪判別視
　　程計の光倣乱特性

56 “天気”43．9．
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大会第1日〔11月6日〕　13：00～16：00

し＿は第2種講演を，＿は講演者を表す．［S］＝スライド使用予定，［V］＝VTR使用予定）

　　　　　　　　　C会角晒

雲物理

　　　　　　　　　　　　　　　　座長：（未定）
C151近笠成宏・村上正隆（気研・物理）他，JA㏄S地上
　　観測グループ：強制吸引式雲粒子ゾンデによる巻
　　積雲の観測　1996年6月7日つくばの事例
C152岩1波越（防災科研・長岡），真木雅之（防災科研
　　　・気水圏）他2名：直交2偏波レーダー観測から
　　推定した層状降水雲内の雨滴粒径分布

C153燃正隆・山田芳則（気象研）他3名：層状性降
　　雪雲の内部構造
C154』宜昆磁・村上正隆（気象研）他：寒気吹き出
　　しに伴う山岳性降雪雲の内部構造の変化
C155是丞鱈鷹・高橋砒（九大・理）：上層層状雲と
　　下層対流雲からなる2層構造雲からの降水への赤
　　外放射の影響一数値実験
C156宜脇鷹・高橋砒（九大・理）：風洞実験によ
　　る着氷電荷発生機構の再吟味
C157虫億拓也（茨城大院・理工），長谷部文雄（茨城
　　大・理）　北極域におけるIce（bncentrationの変
　　動
Ω塑撞皿武彦（愛知学院大・教養），松浦由紀（東芝
　　　・研究開発センター）：2光束干渉法による蒸発
　　氷晶のその場観察
C159箆藤星（大阪府教育センター），梶川正弘（秋田
　　大・教育）他3名：北極域における厳冬期の水蒸
　　気、エアロゾル、雪結晶の研究（WANTS一膿CTIC）
　　　一氷晶核・エアロゾルの測定一
C160握颯弘（秋田大・教育），菊地勝弘（北大院・
　　理）他3名：北極域における厳冬期の水蒸気、エ
　　アロゾル、雪結晶の研究（WANTS－ARCTIC）　一針状

　　雪結晶の集合特性一

鯉鋤・遊馬芳雄（北大院・理）他6名：北極
　　圏における厳冬期の水蒸気、エアロゾル、雪結晶
　　の研究（W㎜S－AR㏄IC；Ca血ada）その6　一厳冬期

　　におけるカナダ北極圏での骸形成の水収支にっい

　　て一
C162駄蹴菱・高橋勘（九大・理）：北陸雪雲での
　　一10℃における骸符号逆転

C163腰也・高橋勘（九大・理）：雲の氷晶化が雲
　　セルのライフに及ぽす影響
C164↓艶・高橋砒（九大・理）：鹿児島域にお
　　ける梅雨末期豪雨の解析
C165幽・高橋勘（九大・理）：南九州梅雨雲の
　　雲物理学的研究（TREXプロジェクト）1．降水機
　　構
C166渡辺剛・高橋勘（九大・理）：南九州梅雨雲の雲
　　物理学的研究（TREXプロジェクト）2．電荷分布
C167縫・高橋砒（九大・理）：タイ・プーケッ
　　ト島における夏のモンスーン雲の降水機構
C168．固尻麺也・高橋砒（九大・理）：オーストラリア
　　　・ダーウィン沖巨大積乱雲の電気的活動（1）

　　一M（㎜プロジェクトー
C169彪蟷・高橋砒（九大・理）：オーストラリア
　　　・ダーウィン沖巨大積乱雲の降水機構（2）一M㏄
　　EXプロジェクトー

　　　　　　　　　D創晒

境界層皿

　　　　　　　　　　　座長：清野直子（気研・応用）

D151丞閻濾郎（京大・原子炉実験所）：一中国河西回廊

　　地域における非古典的局地循環

D152直江遡・萩野谷成徳（気研・物理）：チベット

　　高原における風の特性（2）

D153岩坦徹・光田寧（京大・防災研）：山岳地におけ

　　る上空風の性質　一ドップラーソーダによる観測

　　事例一
D154掲且光童・光田寧（京大・防災研）：1991年1月

　　奄美大島における下層雲と境界層の観測（第3報）

D155醐・渡辺明（福島大）他1名：境界層レー
　　ダーによる山岳波の観測（その4）

D156描月造之・深尾昌一郎（京大・超高層）他4名：

　　3台の境界層レーダーと珊レーダーを用いた同時

　　観測実験

D157搬（通信総研），Apin㎜甑nyaon（モンク
　　ット王工科大学ラカバン）他2名：タイ・バンコ

　　クの境界層レーダで観測された風の日変化

D158成臨・橋口浩之（京大・超高層）他6名：イ
　　ンドネシアにおける境界層レーダー・レーウィン

　　ゾンデ同時観測結果から見た大気の安定度

D159紘郎・杉本伸夫（国立環境研）：小型ミー散
　　乱ライダーによる大気構造の連続観測

皿鯉㎜圭・山本耕平（東京商船大）他4名：　偏
　　光ライダーによる東京都心の大気境界層の観測

D161．里斐竃次・脇山勘治（筑波大）他11名：東京エア

　　ロゾル層の動態に関する航空機・ライダー・境界

　　層観測

D162搬・上田博（北大院・理）他5名：ドッ
　　プラーレーダーを用いた海風前線の3次元構造に

　　関する研究（その2）　一降水を伴う対流雲の発

　　生について一

D163］一津田敏隆（京大・超高層）他5名
　　　：Sea　Breeze　and　Moisture　Control　in　Tropica1

　　　！bmdary　Layer：Radiosonde　Observation　over

　　　Serpo㎎一Indonesia

D164鰍造飢・千葉修（高知大・理）他2名：内陸進
　　行に伴う海風構造の変化

D165醗（気象研），つくば域降雨観測実験グル
　　ープ：関東で観測された局地前線の構造（第2報）

D166太鱗（愛教大総合理学），加藤正司（名大
　　院）他1名：移動性高気圧の動きに伴う名古屋市

　　の風とNOx濃度の時間的・空間的変化

D167岩盤樹也（名大院』人間情報），村松久史（京大

　　　・防災研）：都市大気中のメタン濃度に関する解

　　析（皿）
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大会第2日〔11月7日〕　09：30～12：00

し＿は第2種講演を，＿は講演者を表す．［S］＝スライド使用予定，［V］＝VTR使用予定）

気候1
A鍋

座長：小出　寛（気研・気候）

A201宜腿彦（気象衛星センター・解析課）：水蒸気

チャンネル等価黒体放射温度場の北半球夏季時に

おける気候学的特徴

A202醐・新田勅（東大・気候システム）：熱帯

西部太平洋における対流活動の年々変動

A203鐡彦・杉正人（気研・気候）他3名：近年の

冬期北半球循環場の急変とその特徴：モデルとの

比較

劃虫杖嵐・林国尭（東大院・地球惑星）他1名：

北太平洋海面水温の長周期変動に卓越する2つの

モード

遡棚・小寺邦彦（気研・気候）：最近の冬季に

おける十年規模の大気・海洋変動の特徴

A206鯉畷去・楢木誠（東海大・海洋）他1名：

船舶観測資料にみられる1960年代以降の風系強化

の検証

A207脇鼠S㎎i（気象研）他1名：　Si㎜1a一

tions　　of　　Interannual　　Variability　　of　　the

Indian　Summer　M6nsoon　using　the　JM△Mode1

A208沈堂順・木本昌秀（東大・気候システム）：㏄SR／

NIES　A㏄Mに現れたモンスーンの年々変動における

前兆現象について一数値実験

A2091搬去・菊地直吉（国立天文台）他3名：気象

庁全球モデル・アンサンブル気候実験に基づくA川

変動

A210山元龍三郎・撮搬（日本気象協会関西本部）

他2名：極端な降雨現象の長期変化傾向の検出

B会剰陽

メソ降水系1

　　　　　　　　　　　座長：森　一正（気研・台風）

B201羽鷹腸愈（阪大・理），足立樹泰（京大・超高層）

　　他2名：珊レーダー／㎜S観測と客観解析データの

　　比較によるメソスケール現象の解明

B202－TatsuhiroAdachi（RadioAtmo－
　　spheric　Science　Center，　Kyoto　University）　：

　　Multimode　　Observations　of　Atmospheric　Struc－

　　ture實ith　the　MU－Radar　and　RASS

B203遭凝功（気研・予報），つくば域降雨観測実験グ

　　ループ：冬季南岸低気圧の構造　一つくば域降雨

　　観測実験’94年2月12日の事例（3）一

B204生山賠・川島正行（北大・低温研）他1名：リ
　　トリーバル法を用いた熱帯対流システムの熱力学

　　構造の解析

B205魎去（気研・応用），瀬古弘（気研・予報），
　　つくば域降雨観測実験グループ：関東南岸沖を通
　　過する低気圧前面の前線の微細構造（1994．5．11の

　　例）

B206蝋哀・瀬古弘（気研・予報）他，っくば域降雨
　　観測実験グループ：1995年7月11日関東地方で発

　　生した積乱雲群の解析（その2）

B207濫弘・吉崎正憲（気研・予報）他，つくば域降
　　雨観測実験グループ：1995年8月16日に関東地方

　　を通過したスコールライン（その2）一3次元非
　　静力学モデルを用いた数値実験一

B208岩工駕（徳島地方気象台）：関東平野における
　　沿岸前線の構造の変化

B209孜原康騰（気研・衛星観測），野口晋孝（気研・

　　予報）：比較的大規模な降水域の追跡手法の検討

B210搬原擦・吉崎正憲・r九州における豪雨の観測研

　　究」グループ（気象研）：TREX期間の九州付近に

　　おける梅雨前線活動

B211盃」正・島津好男（気研・台風）他，気象研TREX

　　観測グループ：屋久島における’96梅雨期ドップラ

　　ーレーダー観測

B212加藤塵之（気研・予報）：ピレネー山脈越えに発
　　生した風下波の数値シミュレーション（1）

B213査藤態（気研・予報）：気象研究所非静水圧メ
　　ソスケールモデルについて（2）　一気象庁RSMと

　　のネスティングー

B214渡辺明・浅斑（福島大）他1名：冬季モンス
　　ーンの構造
B215渡辺1囲（福島大・教育），住明正（東大・気候シ

　　ステム）：境界層レーダーで観測した積雲内の重

　　力波
B216岩飯壇之（群馬大・教育），青梨和正（気象研）

　　他1名：SS彫1データを用いた層状雲の凝結水量と

　　氷水量の推定法について
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大会第2日〔11月7日〕　09：30～12：00

一は第2種講演を，＿は講演者を表す．［S］＝スライド使用予定，［V］＝vrR使用予定）

　　　　　　　　　C会剰陽

熱帯

　　　　　　　　　　　座長：沼口　敦（国立環境研）

C201搬・山岬正紀（東大・理）：対流の組織化

　　に対する重力波の効果にづいて

C202山岬正紀・醗江（東大・理）：数値モデル

　　における熱帯低気圧のメソスケール構造

C203抽因照彦・青梨和正（気象研）他1名：積雲対流

　　のパラメタリゼーションが台風の温度構造に及ぼ

　　す影響

C204よ！騒充（気研・台風）：一般場に鉛直シアーがあ

　　る場合の台風移動への非断熱加熱の影響　一第三

　　報一

C205永」巴雅・室井ちあし（気象庁数値予報課）他2名

　　　：気象庁新全球・台風モデルの台風予報の検証

　　　（速報）

C206血固童義（気象庁海上気象課）：啓風丸による発

　　生期の台風第9507号の観測について

塑園頓蓑起（大阪電通大），山中大学（京大・超高

　　層）他4名：MUレーダー・境界層レーダーによる

　　台風9426号の観測

C208鐡畏（気象研）：台風のレーダーエコー分布

　　の一般的特徴

C209墨凪騒俊・原田朗（防衛大・地球科学）：台風強

　　度と海面水温の関係　一北西太平洋での緯度・経

　　度による比較一

C210臆（気研・台風）：成熟期後半～温低化開

　　始時期にある台風の統計解析

C211近藤雅之・轡田邦夫（東海大・海洋）他5名：西

　　部赤道太平洋における表層流速および海上風の変

　　動特性

C212雛・西憲敬（京大・防災研）：熱帯の1～

　　2日周期の西進雲擾乱について

C213漬丞里・津田敏隆（京大・超高層）他1名：赤道

　　域成層圏における温度・風速の短波長擾乱

C214騰（国立環境研）：熱帯海上における雲形別

　　放射強制力の試算

　　　　　　　　　D会調陽

大気化学

　　　　　　　　　座長：皆巳幸也（石川県農業短大）

D2012臨二郎・矢島正晴（農業環境技術研究所）他1

　　名｝土壌による一酸化炭素・酸素の吸収

D202責肱圭・松枝秀和（気象研）：気象研究所鉄塔

　　で観測された大気中二酸化炭素濃度

D203皆且妻也（石川県農業短大），石坂隆（名大・大

　　気水圏研）：乗鞍岳における霧水の粒径別化学組

　　成に関する観測（4）　一霧粒内でのSO42一とNO3一

　　の形成時期について一

D204』長固血雄・木戸瑞佳（名大・太陽研）他4名：若

　　狭湾上空における大気中アンモニア濃度　一1996

　　年4月23日の航空機観測から一

D205永屋謡・松本潔（名大・六気水圏研）他1名：

　　小笠原諸島母島における硫化ジメチル（幡）の観測

　　　（その3）

D206松永捷司・猪股強生（名大・太陽研）他7名：自

　　由大気中における揮発性硫黄化合物の濃度分布

D207垂原徴也・田中浩（名大・大気水圏研）：極渦イ

　　ベントに伴う硝酸カラム量の突然増加

D208戯狸史・福西浩（東北大院・理）他3名：レー

　　ザーヘテロダイン分光計を用いた南極昭和基地に

　　おけるN20の観測

D209撮（国立環境研），橋本訓（北大・電子研）

　　他3名：大気微量成分濃度の0（1D）生成量子効率に

　　関する依存性

D210豊鵬（京大・防災研）：ヨウ化メチルの海

　　洋域大気境界層オゾンヘの影響

D211渡膿之・高橋正明（東大・気候システム）他1

　　名：㏄SR／MES気候一化学モデル（1）

D212桑蠣・片谷教孝（山梨大・工）：3次元全球

　　モデルによる対流圏オゾン濃度の試算（その3）

　　　一SWGEAR法導入のための予備検討一
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　　　　　　　　大会第3日〔11月8日〕　09：30～11：00

一は第2種講演を，＿は講演者を表す．［S］＝スライド使用予定，［V］＝VTR使用予定）

　　　　　　　　　A会剛晒

気候システム

　　　　　　　　　　　座長：田中浩（名古屋大学）

A301繊宏，岡本創（C（ISR，東大）他4名：　The

　　Direct　　Radiative　　Forcing　　by　Stratospheric

　　Aerosols

A302』蹴杢創，丸山祥宏（㏄SR，東大）他4名：　The

　　Direct　　Radiative　　Forcing　　by　Aerosols　uith

　　Geographical　Distribution

A303且虫丞宙・田中浩（名大・大気水圏研）：全球エ

　　アロゾル輸送化学モデル：semi－Lagrangianによる

　　3次元輸送モデルの開発

A304撒（防災科研長岡），，大村纂（スイス国立工

　　科大学）：地球の気候の熱力学的考察　一大気に

　　よる極大エントロピー増加説一

A305，温旦敦（国立環境研）：雲・地表面相互作用にお

　　ける雲放射強制力の役割

A306酒珪撚郎（名大・大気水圏研），胤R　Peltier

　　　（トロント大物理）：％11ing／Allerod－Yo㎜ger－

　　Dryas気候変動のシミュレーション

A307森山』茂・高原光子（日大・生産工）：閉鎖生態系

　　を用いた地球環垢の生成に関する研究（その6）

遡1一・阿部豊（東大・理）：金星の
　　アルベド：1．cloud　I琢ode1＆present　state

　　　　　　　　　B蝸
環境気象

　　　　　　　　　　　座長：足立万代（気研・応用）

B301醗・中江茂（東京理科大・理）：都市大気

　　中における硫黄酸化物の酸化、沈着機構

B302舩・千頭亨（神戸商船大）他2名：神戸～

　　西宮沿岸海域における大気・海水中の温室効果ガ

　　ス

B303，直損鷹哉（北教大・セ），遠藤辰雄（北大・低）

　　他1名：降雪粒子の酸性化機構（その4）

B304塵山理査（広島大・院），福岡義隆（広島大・総

　　合科学）：空中飛散花粉の時間変動と気象との関

　　係一東広島市の例について一

B305薩谷泰資（イオン情報研究所・神戸電波株式会社）

　　戸谷佳武（神戸電波株式会社）：兵庫県南部地震

　　の前兆現象（皿）　一環境大気イオン分布観測よ

　　り一

雌夏凪信；二（川崎重工・原子力本部技術部），北島

　　晟（テクノサービス狛江事業所第1技術部）：低

　　煙源から排出される汚染物質の拡散におよぽす隣

　　接建屋の影響

B307煎凪直尚・今須良一（資源環境研）：東アジア地

　　域の降雨　一海面への湿性沈着に関する考察一

B308鐡・佐藤純次（気象研）他1名：ETEXデ

　　ータによるトランスポートモデルの検証（2）
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　　　　　　　　大会第3日〔11月8日〕　09：30～11：00

一は第2種講演を，＿は講演者を表す．［S］ニスライド使用予定，［V］ニvm使用予定）

　　　　　　　　　C鍋
気象力学1

　　　　　　　　　座長：岩山隆寛（九工大・情轍工学）

C301坦宜繊（気象研）：地形の強制力を含む場合

　　の初期値化：非線形の場合

C302金膿（気象研）：f平面で南北一一様な定常な流

　　れに於ける保存量

遡髄（気研・気候）：球面上の第二種準地衡

　　風の表現について

C304雌（気研・気候）：発散性2次元流体のエン

　　　トロピーと予測可能性（序報）

脳鵬（東大・海洋研）：波の運動量の符号の

　　簡単な判定基準

C306直杢征弘，松田佳久（東大・理）：夜昼間対流の

　　安定性の再検討

C307燈よ圭弘・宇加治一雄（福岡大・理）他1名：

　　鉛直環状水槽内における熱対流の数値シミュレー

　　ション

C308撮杢i剛・松田佳久（東大・理）：定常ロスビー波

　　の臨界緯度における応答の分解能依存性

　　　　　　　　　D会剰陽

オゾン

　　　　　　　　　　　座長：提　之智（気研・物理）

D301笑漉宏囲・美潭史帆（豊田中央研究所）：地上付

　　近のオゾン濃度観測パワースペクトルを用いた

　　解析（その2）

D302櫻い竹内延夫（千葉大CEReS）他2名：台風

　　上空に現れる高濃度オゾン分布と台風パラメータ

　　ーとの関係

遡堤之貿・財前祐二（気象研）他1名：冬季に対流

　　圏オゾンの変動が少ない理由について

D304岩坂泰信・騰二（名大STE研）他3名：チベッ

　　　ト高原上空に発生するオゾン極小域

D305鋤（地球・人間環境フォーラム），中根

　　英昭（国立環境研）他1名：つくばでのミリ波分

　　光計によるオゾン濃度鉛直分布の測定

D306，虫想芸照・秋吉英治（国立環境研）他5名：北海

　　道母子里におけるオゾンゾンデ観測　一1996年春

　　の極渦崩壊に伴うオゾン破壊一

D307橿趾憲照・福西浩（東北大・理）他2名：レーザ

　　ーヘテロダイン分光計で観測された1996年4月22

　　～25日の仙台上空成層圏オゾン変動の特徴

D308鵬・恒田靖之（富山工業高専・電気工学）

　　　：南極オゾンホールの発達と力学場の変動

D309阪顛友・福西浩（東北大・理）他2名：1994年

　　10月にみられる中規模波動と南極オゾンホールと・

　　の関係

D310河鰭公照・小川英夫（名大・理）他1名：上部成

　　層圏オゾンの短期変動
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大会第3日〔11月8日〕　13：30～16こ30

し＿は第2種講演を，＿は講演者を表す．［S］＝スライド使用予定，［V］＝VTR使用予定）

　　　　　　　　　A会剰陽

気象教宵

　　　　　　　　　　　座長：中澤哲夫（気研・台風）

A351騰（慶慮義塾高等学校）：学校における気
　　象の実験（1）一直達日射量と湿度一

A352自法鍵藍敏（名古屋女子大），川口実（三重県総合

　　教育センター）：簡易移動型気象観測法

A353豊返囲宏（愛知県下山村立大沼小学校・愛知教育

　　大・院）：気象衛星「ひまわり」雲画像の教材化・

　　とその利用に関わる問題点

A354騰（香川県・穴吹学園穴吹情報専門学校）
　　　：気象学会会誌「天気」口絵の「日々の衛星雲画

　　像』の活用

気候コ

　　　　　　　　　　　座長：中澤哲夫（気研・台風）

A355中澤哲夫・岩1倉晋（気象研）：気候データベース

　　の利用について

A356砿雅昭（富山市科学文化センター）：メッシュ

　　気候値を利用した日本の積雪の質の気候図

A357蛾之（大阪教育大），和田誠（国立極地研）
　　　：DMSP衛星のSSM／1データから見た南極沿岸の雲

A358颯三（気象業務支援センター）冬季にみられ
　　た東西に伸びる長いトラフ

A359鷹（弘前大・理），N．J　Ferreira（IME，

　　Brazi1）他1名：南大西洋収束帯（SACZ）の大陸上

　　と海上の性質の違い（序報）

　　　　　　　　　座長：谷田貝亜紀代（醐D卿蝋）

A360一・福山薫（三重大）：アフリ
　　カザイール川流域における過去30年間の気候変動

　　　5．気温・降水量の年々変動と熱帯循環

A361浜凪蝕二・山中大学（京大・超高層）他5名：イ

　　ンドネシアにおける降水量の経年変動と地域特性

A362太漫凄去・林泰一（京大・防災研）他1名：夏季

　　モンスーン期におけるバングラディシュでの降雨

　　について
A363漉生識i（資源環境研）：砂漠の分類と降水量の関

　　係
A364鋤治（三重大）：18世紀以降に東海・近畿地
　　方に影響を及ぼした台風

A365祖山菰（三重大），山本淳之（大阪電通大）他2

　　名：日本海底珪藻資料と琵琶湖底粒度からみた後

　　期更新世の気候変動

A366三蛆彦・福沢仁之（東京都立大・理）他1名：
　　諏訪湖の結氷記録と湖底堆積物による過去800年間

　　の気候復元

B鍋
メソ降水系π

　　　　　　　　　座長：楠研一（気研・衛星観測）

B351菰生公雄（長崎大・教育），中根重勝（長崎大・

　　水産）他2名：長崎半島付近で発生する地形性降

　　雨エコーの実態

B352遠籔・後藤仁志（防衛大・地球科学）他1名

　　：三浦半島周辺の降水量分布について

B353桑形垣黒（東北農試）：夏季晴天日に中部同本に

　　おいて発生する短時間降雨の統計解析　一1985年

　　の事例解析（2）一
B354後薦進・山岬正紀（東大・理）：鉛直シアと対流

　　の組織化　一中層シアの効果について一

B355埜泰二（京大・防災研）：1996年5月13日、バン

　　グラデシュ、タンガイル県で発生した竜巻

B356鍍・楠研一（気研・衛星観測）他9名：7月
　　5日午後、千葉市周辺で発生した竜巻（速報その1）

　　一被害から見た竜巻の特徴と、大気環境の特徴一

B357虫祉二・上清直隆（気研・予報）他8名：下館ダ

　　ウンバースト1996年7月15日　1　一現地調査と

　　発生時の大気環境（速報）一

B358趾・鈴木修（気研・衛星観測）他2名：下蛸

　　ダウンバースト1996年7月15日　1　一突風前兆

　　探知ツールで解析されたダウンバーストの前兆

　　　（速報）一

B359良岩馨、・小林文明（防衛大・地球科学）他2名：

　　冬季北陸地方沿岸における突風の発生頻度と環境

　　条件
B360：竺見哲也・光田寧（京大・防災研）：雨滴の蒸発

　　冷却が雲底下の大気状態に及ぽす効果

B361臭山麹彦・田口晶彦（日本気象協会）他1名：199

　　5年から1996年夏にかけての関東地方の雷活動につ

　　いて
B362且E囁彦・臭山和彦、（日本気象協会）他1名：夏

　　季関東地方における雷放電とエコー面積の関係

B363繊胴・小林文明（防衛大・地球科学）他2名
　　　：冬季雷と夏季雷における地上電界値の特徴

B364…鶉瞳造・河崎善一郎（阪大・工）他4名：北陸沿

　　岸の冬季雷雲及び対流雲についての一考察

B365金且昌雄・三隅良平（防災科研）他，都市豪雪観

　　測グループ：孤立した丘陵周辺での降雪エコーの

　　挙動　その1（レーダー解析）

B366魑己・上田博（北大院・理）他2名：冬期季
　　節風先端部に発生した対流雲の構造

随訟固遡蝋・菊地勝弘（北大院・理）他1名：冬期
　　日本海での対流活動とエアロゾル数濃度との関係
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大会第3日〔11月8日〕　13：30～16：30

し，は第2種講演を，＿は講演者を表す．［s］＝スラィド使用予定，［v］＝vrR使用予定）

C会剛晒
気象力学コ

　　　　　　　　　　　座長：保坂征宏（気研・気候）

C351鋤（埼玉工大・機械工学）：フェレルセル

　　の強さについて

塑2萱凪越治（国立環境研）：粒子の運動の時間スケ

　　ールに基づいたラグランジュ的大気大循環

C353謝齪（北大・地球環境）：ウォーカー循環の形

　　成について

鯉搬（気研・気候），石渡正樹（北大・地球
　　環境）他3名：熱帯域にある局所的な暖水域が熱

　　帯降水分布に与える影響

C3552騰（浜銀総研），田中博（筑波大・地球）

　　　：EC圃F客観解析データを用いた大気エネルギー

　　の時系列スペクトル解析

C356虫島」舩（九大・理）：木星大気の湿潤対流一放

　　射平衡の直接計算（序報）

C357岩蹴（中京学院大・経営），阿部豊（東大・

　　理）他1名：「純放射駆動循環モデル」による放

　　射対流平衡大気中の水蒸気分布の決定と維持につ

　　いて

遡鋤（北大・地球環境），中島健介（九大・
　　理）他2名：3次元灰色大気の暴走限界

C359嵐杢勝・田中浩（名大・大気水圏研）：金星四日

　　循環とY字型雲模様の形成・維持（その2）　一理

　　論および計算結果の再検討一

C360完都宜正，松田佳久（東大・理）：ゆっくり自転

　　している大気の大循環の数値実験　一金星下層大

　　気への応用一

C3611創竪既之・宮原三郎（九大・理）：非静力学平衡

　　　2次元モデルによる内部重力波シミュレーション

　　　2　一不安定化したcritical　layerからの重力波

　　放射一

C362幽・佐藤薫（京大・理）：㎜レーダーで
　　観測された重力波のレイトレーシング

C363雌・佐藤薫（京大・理）他1名：㎜客観
　　解析データを用いた中間規模東進波の解析

C364』畷（筑波大・地球科学）　順圧大気モデルを

　　用いたブロッキングの数値実験　一ブロッキング

　　　と高低気圧波動との相互作用一

C365新保明彦・遭鵬（東大・理）他2名：対流
　　圏における準停滞性波動擾乱のふるまい

籔1必連史・山中大学（京大・超高層）他3名・：

　　』皿レーダー観測に基く乱流パラメータの推定

　　　　　　　　　D創晒

エアロゾル

　　　　　　　　　座長：林田佐智子（奈良女子大学）

D351竺肉延去・鉦建国（千葉大CEReS）他4名：衛星デ

　　ータ大気補正のためのエアロゾルの光学的性質の

　　測定　1．サンプリング計測

D352鉦建国・竹内延夫（千葉大CEReS）他6名：衛星デ

　　ータ大気補正のためのエアロゾルの光学的性質の

　　測定　豆パシブ、アクティブ遠隔計測

D353直島勉（宇宙開発事業団），石田廣史（神戸商船

　　大学）：四国～九州周辺海域における海洋性工一

　　ロゾルの偏光観測

D354水野建樹（資源環境研），凪虫ムえ（日本気象協

　　会）他2名：桜島起源の硫黄酸化物の拡散と沈着

　　量の推定

D3552鵬佳・長田和雄（名大・太陽研）他3名：春
　　季の立山・室堂平におけるエアロゾルの化学成分

　　濃度
D356櫨颯嵐之・．鈴木款（静岡大）他2名：静岡におけ

　　る大気降水中粒子状物質の炭素窒素濃度にっいて

D357金渥窪・岩坂泰信（名大・STE研）他4名：ピナツ

　　ポ火山によって増強したエアロゾル層の経年変化

D358酉蹴亜起・林田佐智子（奈良女子大・理）：人工

　　衛星データを用いた成層圏エアロゾルの光学的パ

　　ラメータの解析（2）

D359幽・西村亜紀（奈良女子大・理）：SAGE
　　豆データに見られるエアロゾルと微量成分変化の

　　対応について

D360逝隆・銭公望（名大・大気水圏研）：MT粒子の

　　形成過程に関する実験

D361撞成顔・岩坂泰信（名大・太陽研）他3名：ライ

　　ダーで観測された春期の圏界面エアロゾルの特性

D362酒荘哲・柴田隆（名大・太陽研）他4名：対流圏

　　エアロゾル粒子の光学的特性と湿度の関係：ラマ

　　ンライダーによる観測

D363宏棚・水谷耕平（通信総研）他7名：気球搭

　　載型オプティカルパーティクルカウンターによる

　　カナダ北極圏蹴の観測

D364岩1坂盃儘・柴田隆（名大・太陽研）他7名：多層

　　構造をもつ極成層圏雲：北極圏成層圏φライダー

　　観測
D365』…距造二・藤野一啓（福岡大・理）他6名：スバ

　　ルバール上空における成層圏エアロゾルのライダ

　　ー観測
D366蕪固隆（名大），永井智宏（気象研）他5名：PSC

　　の温度履歴とライダーで観測された特性の関連
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ボスター・セッション
A会場にて概要紹介（1件1分以内）の後，ポスター会場で講演を行う．

　　　　講演者はポスターに表題と著者名を明記して下さい．

大会第1日〔11月6日〕 16：10～17：30　大会第3日〔11月8日〕　11：10～12：30

　　　　　　　　　　　　座長：小泉　耕（気研・予撮）

P101鴛杢越史・遠藤昌宏（気象研）他4名：太平洋に
　　おける十年規模の大気海洋変動　一結合モデルに
　　現れた二つの顕著なモードー

P102蹴（NASDA／EORC）：タクラマカン砂漠
　　への水蒸気輸送にっいて
P103鋤（東京都立大・地理）：アジア地域の夏季
　　降水量の年々変動と海水面温度との関連
P104厨渕櫨（気研・気候），佐藤康雄（気研・応用）
　　他1名：3次元気候モデルによる大気一植生相互
　　作用実験（1）
P105』高薮出（気研・応用）：気象庁kSMモデルの長期積

　　分とSiBモデルとのカップリングについて
P106…闘（気象研）・永尾一平（名大・大気水圏
　　研）他3名：南氷洋上において採集されたエアロ
　　　ゾル粒子の元素組成

P107虫想墓照・秋吉英治（国立環境研）他6名　東シ
　　ベリアヤクーツクの1995／1996年冬・春季オゾンゾ
　　　ンデ観測に現れた極渦内及び極渦周縁部のオゾン

　　破壌
P108原圭：二郎・長田和雄（名大STE研）他6名：冬季北

　　極大気中のエアロゾル粒子の組成
P109生蟻（岐阜大院・連合農学）：身近な気象情
　　報に対する認識について　一オンラインアンケー
　　　トの結果から一

P110漫荘哲滋・石水尊久（気大）：日本海寒冷高気圧
P111渡辺盟（福島大・教育），古川欣司（宇宙開発事
　　業団）他，G醐E－T　Project：タイ国における気象

　　要素の日変動の特徴
P112昆膿義（総合研究大学院大学），内藤勲夫（国
　　立天文台水沢）：気象庁棚関数のWavelet解析
P113鎗杢修（気研・衛星観測），佐藤芳昭（気象庁観
　　測部）：7月5日午後、千葉市周辺で発生した竜
　　巻（速報その豆）　一レーダーと地上気象観測デ
　　ータから見た、竜巻親雲の特徴一

P114鰍・花土弘（通信総研）他4名：航空機搭
　　載レーダによる梅雨前線の観測（1）　一観測の

　　概要一
P115責杢直弘・藤吉康志（名大・大気水圏研）他1名
　　　：筋状降雪雲を構成するメソγスケール雲システ

　　ムの運動学的構造
・P116武田喬男・墓暁（名大・大気水圏研），レーダ観

　　測グループ：停滞するバンド状積乱雲群のevolu－
　　tionと構造（1）

P117鋤（気大），村上正隆（気研・物理）他3名
　　　：冬季庄内平野付近の日本海上におけるレーダー

　　エコーの統計分析
P118，】塑撫（気象研），柴田彰（宇宙開発事業団）
　　　：SSM／1可降水量データを用いたJSHの水蒸気の予

　　報誤差Covarianceの推定

　　　　　　　　座長：西森基貴（筑波大・地球科学）

P301皿副盗（千葉大・環境リモートセンシング研究セ
　　ンター），山内恭（国立極地研）：1985－1989年め

　　EC㎜FおよびERBEデータから得られた南大洋におけ一

　　る地表面熱フラックスの季節変化について

P302鬼頭昭雄・本井達夫（気研・気候）他1名：大気
　　　・海洋混合層結合モデルの海面水温年々変動

P303凪庄甥堕…（東京都立大・地理），菅原広史（防衛

　　大・地球科学）他2名：ヘリコプターによる都市

　　気候観測　一1996年春の事例一

P304且虫盤（筑波大・地球科学），佐々木昭士（筑波

　　大・環境）他3名：富士山を回り込む地上風系の

　　観測報告
P305宣巴臣・近藤裕昭（資源環境研）他2名：市街地

　　における熱収支の観測　一特に表面温度と放射環

　　境について一
P306三抜慣ま（資源環境研），及川武久（筑波大・生

　　物）他2名：草原と森林群落内外におけるCO・濃度
　　とδ13C値の鉛直分布（モデル計算）

P307雌・吉川久幸（気象研）他1名：対流圏上
　　部における一酸化炭素の濃度変動

P308彪山皇也・深尾昌一郎（京大・超高層）：夜光雲
　　　・発生頻度の現地調査

P309慕風進・佐藤純次（気研・応用）他1名：赤外放

　　射温度画像で見た高層ビル壁の特性

P310酉皿正泰・福山薫（三重大・教育）：コンピュー

　　タを用いた雲・霧発生原理説明器の開発

P311籔嵐（埼玉工大・機械）：LC1，LC2の角運動量
　　変化と子午面構造
P312重ム腸亮（気大）：対流圏界面に閉じ込められた

　　中間規模波動の分散とトンネル効果

P313虫」庄裏人（防災科研・先端解析），山田芳則（気

　　研・物理），日本海降雪雲（1989－1993）観測グルー

　　プ：セル状降雪エコーが丘陵を越えるときの風の

　　場．

P314鱗（極地研），小西啓之（大阪教育大）：衛
　　星搭載マイクロ波放射計データによる北極の気柱

　　水蒸気量、雪水量の季節変化

P315鐡・藤吉康志（名大・大気水圏研）他3
　　名：若狭湾で観測したTモード降雪雲の構造

P316嵐田広圭・上田博（北大院・理）他3名：雪雲か
　　ら発生する下降流の形成過程

P317且杖英麦・平口博丸（電力中央研究所）他1名：

　　並列計算機によるトラッキング・ステアリングシ

　　ステムの開発（2）　一ヒートアイランド数値シ

　　ミュレーションの可視化一

ポスターは第1同の09：30から18：00まで掲示可． ポスターは第3日の09：00から16：30まで掲示可．
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